
平成２５年１１月２２日（金） 第１１５１号 

崎山中学校２年生が職場体験学習 
～道路パトロール、トンネル工事現場を体験～ 

 宮古市立崎山中学校では、キャリア教育の一環として、第２学年生徒が地域の事業所を
訪問し、職場体験学習を実施しています。 
 平成２５年１１月２０日（水）、２１日（木）に、２年生の生徒２名が道路に関する仕
事について学習しました。 
 １日目は、国道４５号の路面や橋梁などのパトロール・点検等を行い、みんなが安全安
心快適に道路を利用できるよう行っている道路管理の仕事を体験しました。 
 ２日目は、三陸沿岸地域の復興に貢献すべく早期供用に向けて工事を進めている三陸沿
岸道路の田老第６トンネル工事現場などを見学し、道路ができるまでの過程や整備効果に
ついて学習し、機器を用いた測量などを体験しました。 
 また、岩塊の打音検査体験では、ハンマーで叩いた音が硬さによって違うことを学習し
大変興味深そうに作業に取り組んでいました。 
 体験学習後、「めったに見られない工事現場を見学できたり、２日間とも貴重な体験ば
かりだった。」や「トンネル工事の機械にビックリした。」などの感想がありました。 
  

▲機器を使って測量体験 
正確に測れるかな？ 

 三陸国道事務所では、地域の小中学校が行う「総合的な学習の時間」の授業に対し、
より実践的な学習ができるよう、現場見学や各種施設の見学会、出張出前講座等を通じ
た協力を行っています。 
 詳しくは、三陸国道事務所 地域づくり相談室（tel ０１９３－６２－１７１１） 
までお気軽にお問い合わせください。 

▲トンネル工事現場を見学 
 大きな機械にビックリ！ 

 

▲橋梁点検現場を見学 
 安全を守る大事な仕事です 
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